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呼吸器感染症 に対す るNY-198の 臨床的検討
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NY-198の 呼吸器感染症 にお ける有用性 を検討 した。臨床例 に本剤 を1回200mg, 1日3回,7日 間

連続投与 した とき,血中濃度 は初回投与,21回 投 与1時 間後にそれぞれ1.4±1.2μg/ml, 2.7±1.5μg/

mlで あった。9回 投与,21回 投与1時 間後の喀痰 中濃度 は1.5±0.6μg/ml, 2.9±1.2μg/mlで あ り,

良好な喀痰中移行を示した。急性気管支炎2例,び まん性汎細気管支炎3例,気 管支拡張症3例,肺

線維症,肺 癌,気 管支喘息の二次感染各2例 慢性気管支炎および感染性肺のう胞症各1例 の計16例

を対象とした本剤の臨床効果は,著 効2例,有 効11例,や や有効2例,無 効1例 で,有 効率は81.3%

であった。副作用ならびに臨床検査値の異常は認められなかった。

NY-198は フッ素置換キノロンカルボ ン酸骨格お よび

3位C置 換 ピペ ラジノ基 を有す る新 キノロ ン系抗 菌剤

であ る。

本剤 はグラム陽性菌お よびグラム陰性菌群 に対 し,広

い抗菌スペ ク トラムを有 してお り1),さ らに速やか に血

中及び組織 内へ移行す ることが知 られている2)。

今回,我 々は本剤投与による血中 ・喀痰 中濃度 を測定

し,呼 吸器感染症16例 に対す る臨床効果 と副作用 につい

て検討 した。

I 対象な らびに方法

1. 血中 および喀痰 中濃度

臨床症例 に本剤 を1回200mg, 1日3回,7日 間連続投

与 し,血 中濃度 は初 回お よび21回 投 与1時 間後 に採血

し,喀 痰中濃度 は9回 お よび21回 投与1時 間後 の1回 喀

出痰 にて測定 した。 測定方法 は 、Escherichia coli NIHJ

JC-2株 を検定菌 としたAgar well法 によった。

2. 臨床的検討

対 象は,昭 和61年8月 か ら62年1月 までの期間 に佐賀

医科大学内科 呼吸器 で診療 した急性気管支 炎2例,び ま

ん性汎細気管支 炎3例,気 管支拡 張症3例,肺 線維症,

肺癌,気 管支喘 息の二次感染各2例,慢 性気管支炎 と感

染性肺の う胞症各1例 の計16例 とした。投与方法 は全例

1回200mg, 1日3回 食後内服 と し,6～14日 間投 与 し

て,臨 床効果 な らび に副作 用の有無 につ いて検 討 した。

臨床効果 の判定 は(1)発熱,咳 嗽,喀 痰,胸 部 ラ音な どの

臨床症状,(2)胸 部 レ線所見,(3)白 血球 数,血 沈,CRPな

どの検 査所見,(4)喀痰 中起炎菌の消失によ り,「著効」,「有

効」,「やや有効」,「無効」の4段 階と した。

さ らに検 出 され た起 炎菌 につ いて,NY-198のMIC

測定 を寒天平板法 にて行ない,接 種 菌量は1×106CFU/

mlと した。

II 成 績

1. 臨床例における血 中 ・喀痰 中濃度 をFig. 1お よび

Table 1に 示 した。NY-198を1回20幅1日3回,7

日間連続投与 し,血 清 は1回 投与,21回 投与1時 間後に

採血 し,喀 痰 は9回 投与お よび21回 投与1時 間後の1回

量にて濃度 を測定 した。血中濃度 は初回投与後1.4±1.2

μg/m=(n=16,平 均年齢56歳)で あ り,21回 投与後には

2.7±1.5μg/ml(n=12,平 均年齢56歳)と 上昇 した。喀

痰 中激 は9回 投与後1.5±0.6μg/m=(n=4)で,21回

投与後 には2.9±1.2μg/ml(n=6)と なった。血中と喀

痰 中濃度 を同時測定 しえた6症 例 の濃度 比(喀 痰中/血

中)は1.4±0.9で,血 中濃度 とほぼ同等の,極 めて良好

な喀痰 中移行 を示 した。

2. 臨床検討成績

呼吸器感染症16例 の臨床成績 をTable 2に 示 した。臨

床効果は16例 中著効2例 有効11例 やや有効2例 無

効1例 であ り,全 体の有効率 は81.3%で あった。疾患別

有効率 をみてみる と,急 性気 管支炎の2例,び まん性汎

細気管支炎の3例,慢 性 気管支 炎の1例 はいずれ も有効

であ り,気 管支拡張症の3例 では2例 が有 効以上,感 染

性肺の う胞症 はやや有効 であった。 また,肺 線維症,肺



VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 733

Serum Sputum

Fig. 1. Serum and sputum levels of NY-198 at 1 h after administration
NY-198 was given orally in a dosage of 200 mg three times a day

for 7 consecutive days.

Table 1. Serum and sputum levels of NY-198 at 1 h after administration

NY-198 was given orally in a dosage of 200 mg three times a day for 7 consecutive days.

NT: Not tested

The values are expressed as the mean±SDμg/ml.

癌,気 管支 喘 息 の二 次感 染 で は6例 中5例 が 有 効 以上 で

あった。細菌 学 的 効果 が 判 定 され た症 例 は14例 で,菌 消

失10例 一部消 失1例,不 変3例 で,菌 消 失 率 は71.4%

であった。今 回分 離 され た 起 炎 菌 は14検 体16菌 株 で あ

り,そ の内 訳 はStroptococcus pneumontae 5株,Sta-

phylococus saureus 3株,Haemophilzcs influenzae 4

株,Klebsiella pneumoniae2株,Pseudomonas aer-

uginosa 2株 で あ っ た。 こ の うち15菌 株 に つ い てNY-

198のMICを 測 定 した。S .pneumoniaeは6.25μg/ml,

12.5μg/mlが それ ぞ れ2株 ずつ,25μg/mlが1株 で あ り,

S. aureusは1株 が0.78μg/ml,他 の2株 が1.56μg/ml

であった。H. influencaeで は2株 が0.2μg/ml以 下 で あ

ったが,6.25μg/mlの 菌 株 が1株 あ った 。Kpneumo-

niaeは2株 とも に0 .39μg/mlで あ り,P. aeruginosaは

3.13μg/mlお よび100μg/mlの 菌 株 が そ れ ぞ れ1株 ず つ

認め られ た。

本剤投与に よる自 ・他覚 的副作 用は全 く認 め られず,

Table3に 示 す よ うに臨床検 査値 の異 常変動 も認め ら

れ なか った。

III 考 察

NY-198は グラム陽性菌 ならび にグラム陰性菌 に対 し

て優 れた抗 菌活性 を有 す ると報告 されて いる1)。しか し

なが ら臨床例 におけ る有用性 は,抗 菌 活性や安全性 に加

えて,血 中お よび組織 内移行 が重要 と考え られ る。

今回,臨 床例 における本剤連続投与時 の血 中 ・喀痰 中

濃度 を測定 したが 血中濃度は初 回投与後1.4±1.2μg/

ml, 21回投 与後2.7±1.5μg/mlと な り,他 のニューキノ

ロン剤 とほぼ同様の値 を示 し2,3),喀痰 中濃度 は9回 投 与

後1.5±0.6μg/ml, 21回 投与後2.9±1.2μg/mlと ほぼ血

中濃度 と同等 であった。 この よ うな極 めて良好 な喀痰 内

移行は,本 剤の呼吸器感染症への有用性 を示唆 してい る。
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Table 3. Laboratory findings before and after NY-198 administration

B: Before administration

A: After administration
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今回,呼 吸器感染症16例 に対 す る臨床効果 を検 討 した

が81.3%の 高い有効率が得 ら礼 その有用性 が示 され

た。

起炎菌が判明 した14症 例 の臨床 効果 を検討 してみた。

H. influenzaeを 検 出 した4例 中2例 は臨床効果 を認 め

なかった。1例 はH. influenzaeに よる反復 感染の気 管

支拡張症で,MICは6.25μg/mlとNY-198に 耐性傾 向

が認め ら粘 除菌で きなか った。他の1例 は感染性肺 の

う胞症例で,H. influenzaeは 消 失 したが炎症所見 の改

善を認めなかった。 これ はの う胞内の起炎菌が別 の菌で

あった可能性が考 えられた。K. pneumoniaeを 検 出 し

た2例 では共 にMIC0.39μg/mlで 菌の消失 を認め た。S.

aureusは3例 に認め られ,MICは0.78～1.56μg/mlで,

いずれも菌は消失 した。S. pneumoniaeは5例 に認 め ら

礼 そのうち2例 はP. aeruginosaも 同時に検 出 された,

P. aeruginosaのMICは それぞれ3.13μg/ml, 100μg/

mlで,いずれも菌は残存 した。5例 のS. pneumoniaeの

うち3例 は,MICが6.25～12.5μg/mlに もかかわ らず,

菌の消失 を認めた。他の2例 は6.25μg/mlと25μg/mlで

あ り,菌 は残存 したが,こ れ ら5例 はいずれ も臨床 的 に

有効 であった。 しか しなが らS. pneumoniaeは 肺 炎な

らびに慢 性気道疾 患の急性増悪 を きたす主要 な菌 であ り,

抗菌活性の点か ら考え ると,S. pneumoniaeに 対 して第

1選 択剤 と しての投 与には十分注意 する必要が ある。
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NY-198 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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We carried out a clinical study on NY-198, a new quinoline carboxylic antimicrobial agent, and obtained the
following results.

1. Serum and sputum levels of NY-198
NY-198 was given orally in a dose of 200mg three times a day for seven consecutive days. The serum level

was 2.7±1.5μg/ml (M±SD) in 12 patients and the sputum level 2.9±1 .2μg/ml in six patients 1h after

administration on the seventh day.
2. Clinical effects
Sixteen patients with respiratory tract infection including acute bronchitis (2), DPB (3), bronchiectasis (3),

chronic bronchitis (1), infectious bullae (1) and bronchitis with other pulmonary diseases (6). The overall efficacy
rate was 81.3% (13/16). Pathogenic bacteria were completely eradicated in 10 of 14 patients (71.4%). No
side-effects were found in any of the patients.


